
 

看護職員研修の年間教育プログラム 
目的 １．病院、看護部の理念、方針を理解し、組織人としての基本態度を身につける 

   ２．看護専門職人として、自己の看護観を発展させ、個別的な看護を展開できる能力を高める 

   ３．医療従事者として、医療安全の知識を深め、医療事故の防止を図る 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

新
人
教
育 

到
達
目
標 

 組織の一員としての役

割を認識し、責任ある行

動がとれる 

 職業人としてのマナー

を身につける 

 適切な観察、測定、検体

の取扱いができる 

 医療安全管理について

の知識を深め、安全に対

処できる方法を学ぶ 

 感染予防について

の知識を深め、正し

い行動がとれる 

 安全な医療を提供

するための対策を

知る 

 記録物管理につい

て理解する 

 各部署の業務、役割

を理解し、連携がと

れる視点をもてる 

 薬剤の取り扱いに

ついて理解出来る 

 適切に医療機器を

取り扱える 

 複数の患者の看護

ケアの優先順位を

考えて行動ができ

る 

 災害、水害、地震、

停電などの発生時

の対応がとれる 

 急変患者の処置が

迅速かつ正確に行

える 

     自分の看護観が明

確にできる 

集
合
研
修 

 オリエンテーション 

 新人看護研修の概要 

 看護師として必要な基

本姿勢と態度 

 症状、生体管理技術(検

体の取り扱い、静脈血採

血、心電図十二誘導、動

脈血採血準備) 

 安全管理 

 与薬の技術(輸血、経

口・外用薬、注射、点滴、

中心静脈内注射、抗生物

質、インシュリン) 

 感染予防技術 

 安全確保の技術(放

射線、転倒転落) 

 誤薬防止 

 情報管理(診療情

報、看護記録) 

 看護必要度 

 透析療法 

 看護協会の組織と

活動、看護職の持つ

意義・必要性 

 各部署ローテーシ

ョン 

 薬剤等の管理 

 輸血 

 ローテーション後 

新人交流会 

 物品管理(輸液ポン

プ、シリンジポン

プ、看護用品、衛生

材料) 

 院内勉強会(泌尿器

疾患) 

 症状、生体機能管理

技術(心電図モニタ

ー、パルスオキシメ

ーター、酸素療法、

血圧) 

 呼吸循環を整える

技術 

 コミュニケーショ

ンの基本、手法 

 業務管理 

（シュミレーション） 

 安全確保の技術（転

倒転落） 

 災害防災管理 

 褥瘡管理技術(褥瘡

の予防、フットケ

ア) 

  エンゼルケア 

 

 

 新人交流会    救急救命 

 看護観についてま

とめ発表する 

継
続
教
育
（
研
修
） 

院 

内 

 ①院内感染予防対策 

研修 

 安全研修 

 感染研修 

 

 

中途

採用

者 

 医療安全研修 

 接遇点検 

（身だしなみ） 

 安全推進週間 

 災害訓練学習 

 

 災害訓練実施 

 ＰＰＥ着脱 

 

 

 看護記録形式 

監査と学習 

 院内学習会 

（透析とは） 

院内学習会 

  （栄養管理） 

 

 ＩＣＬＳ勉強会 

 手指衛生 

 

 

 看護記録形式 

監査と学習 

 医療安全推進週間 

②内感染予防対策 

 研修 

 ＰＰＥ着脱 

 院内学習会 

 （新人研修） 

 接遇点検 

 （身だしなみ） 

  手洗いチ

ェック 

 

 手指衛生学習会 

ｅ－ラーニング研修（全３８項目）  ※個人選択制受講 

院 

外 

  手術看護  ＣＩＣ 

 管理者研修 

 看護必要度 

 日本透析医学会 

 倉吉腎不全 

セミナー 

 中部院内感染防止 

 研究会 

 山陰ＰＤカンファ

レンス 

 中国腎不全研究会       

 


